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中学校 

 ７月１３日（土）小学生が日頃お世話になっている

オオムラサキ会の方たちによる「飛蝶祭」が開催され

ました。会場は西２丁目集会所近くのオオムラサキ公

園。梅雨空の続く日々にも関わらず，当日は青空がの

ぞく暑い日となり，オオムラサキも元気にハウス内を

飛び交っていました。１０時過ぎにハウスの外でカウ

ントダウンが行われ，小学生が手にしていたオオムラ

サキが青空に向かって大きく羽ばたいていきました。 
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小学校 

★ １年生 おかあさん先生 ★ 

４月に入学した１年生が小学校生活に早く慣れるために 

毎年，仙台市教育委員会が「小１生活・学習サポーター」

を募集します。今年も地域の方々１０名がボランティアと

して１年生の給食やお掃除，プール学習のサポートをして

います。校内で顔見知りになり，地域でも１年生に声をか

けてもらえることが，おかあさん先生たちのやりがいにも

なっているようです。おかあさん先生たちは夏休み中も地

域の目となって，１年生を見守ってくださることでしょう。 

  

【夏祭り翌日の片付けボランティア】 ７月２８日（日） 

※中学生はコンパス掲示板（住中２階 校長室前）を確認してください。 

★  ボランティア募集 ★ 

 
オオムラサキ会 飛蝶祭 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元-３ 

★ ３年生 オオムラサキの学習 ★ 

★ けやきまつりとメダカ ★ 

３年生は６月から校内のオオムラサキハウスを中心にオオムラサキの観察をしてきました。ま

た，今年度はサナギがついたエノキの鉢植えを教室横に置き，日々変化を観察しました。児童が

サナギに触れないよう，また羽化した時に飛んで行かないようにと，オオムラサキ会の方が鉢植

え用のネットを作ってくださいました。 

 ７月２日（火）３年生は地域のオオムラサキハウスに出向き，校内のハウスとの違い，環境に

よって同じオオムラサキでも大きさや色，成長の速度等に違いがあることなども学習しました。 

７月１２日（金）けやき児童会主催の「けやきまつ

り」が開かれ，地域からも２店出店しました。 

りんごの木文庫さんは今年で１９回目の出店。 

「おはなしの部屋」では１８のプログラムが上演され

ました。もうひとつはコンパス住吉台。グラウンドゴ

ルフ倶楽部や地域の方々の協力を得て「めざせ！ホー

ルインワン」のお店を出しました。 

また,理科室で飼育している「メダカ」は，りんご

の木文庫さんからいただいたもの。この日理科室での

「メダカ」の様子を見ていただくこともできました。 

★ カブトムシボランティアとオオムラサキ募金 ★ 

４年生の教室の前には羽化したカブトムシと観察用

の特別なペットボトルに入ったカブトムシのサナギが

置かれています。４年生は３年生の秋からカブトムシ

の幼虫を育ててきました。それを陰ながらカブトムシ

ボランティアの方々が支えてくださいました。 

校内のカブトムシハウスでもカブトムシがサナギに

なりつつあります。無事に羽化した時には夏まつりに

行う「オオムラサキ募金」に協力してくださった方に

差し上げる予定だそうです。（梅雨寒で羽化が遅れてい

ます。夏まつりに間に合わない場合は，後日，小学校

でお渡しします。） 


